
――――――――――――本件に関するお問い合わせ先―――――――――――― 

＜会社名＞株式会社グーン 

＜所在地＞みなとオフィス：神奈川県横浜市中区山下町 2番地 産業貿易センタービル 10Ｆ 

＜連絡先＞ＴＥＬ：045-228-8960 ＦＡＸ：０４５－２２８－８９６１ 

＜担当者＞ブルーエコノミー研究所 池田 桂太朗 MAIL：k_ikeda@guun.co.jp 携帯：080-2342-7798 

北井 俊樹   MAIL：t_kitai@guun.co.jp   携帯：090-7010-4382 

 

(株)グーンがサントリーホールディングス(株)のペットボトルリサイクルなどの取組のさら

なる推進に向け、パートナーとして連携をスタート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  連携して検討する主なテーマ 

ペットボトルの効率的な回収、再資源化の地域特性モデルづくり 

県内各地の地域特性を生かし、回収から再製品化を効率的に実践するモデルの検討 

 

2  (株)グーンの主な取組 

・廃プラスチックの燃料化(石炭の代替燃料として活用)や木くずのチップ化など資源化に取組んでいます。

11 月からは、本社工場に廃プラスチックの本格的なマテリアルリサイクル設備を導入し、プラスチック原料

であるペレット、フレークを製造します。より環境負荷の少ないリサイクル事業を推進します。 

・また、フィリピンでは家庭系や産業廃棄物の広範な廃プラスチックについて燃料化のプラント運営により、

温室効果ガス削減に貢献しています。 

・弊社にはコンサルティング部門(ブルーエコノミー研究所)を有しており、サーキュラーエコノミーと脱温暖化、

海外展開などの研究、支援業務も展開しています。 

この度(株)グーンは、廃棄物処理事業者としての経験やノウハウを生かし、サントリーホー

ルディングス(株)のペットボトル含めた再製品化・資源化への取組をさらに推進するため、

弊社コンサルティング部門が中心となりパートナーとして連携をスタートします。 

 

（背景） 

サントリーホールディングス(株)は、「2030 年までにグローバルで使用する全てのペット

ボトルの素材をリサイクル素材と植物由来素材に切り替え、化石由来原料の新規使

用をゼロにする」ことを目標に各種取組を進めています。 

・ (株)グーンは、廃プラスチックの燃料化、11 月からは、本格的なマテリアルリサイクル 

設備を導入し、より環境負荷の少ないリサイクル事業を推進します。 

 


